
市民参加型まちづくり１％システム　（平成26年度2次募集）審査結果

合計得点
（平均）

３点未満の
審査項目

1 継続 大開町会 大開町会納涼祭り

地域住民同士の親睦をより一層深め、まちづくりの基本となる団結心を育むため、
納涼祭を開催する。準備の段階から小・中学生を対象に手描きのポスターを募集し
たり、三味線・手踊り・ねぷたばやしといった伝統芸能を間近で感じることができ
る場を設け、多世代の交流を図る。

109,000 87.7 － ○ 109,000
講師等謝礼（出演者）、消耗品費（プリンターインク、ポスター用紙、コ
ピー用紙等）、食糧費（作業時飲み物）、保険料（傷害保険、賠償保
険）、使用料（軽トラック、音響設備）

2 新規
特定非営利活動法人　もった
いないつがるの会

幼児から始めるリサイクル出前講座
事業

園児向けのエコに関する出前講座を行う。廃食用油やペットボトルキャップ・空き
缶等のゴミが、工夫次第で価値ある物に変わることや、生ごみ堆肥化を毎日実践
し、出来上がった生ごみ堆肥を利用して野菜を栽培することを園児に体験してもら
うことで、楽しくリサイクルすることを身に付け、リサイクルへの意識の向上を図
る。

201,000 55.5 － × ー

（審査委員会での主な意見）
・申請事業の必要性は理解するが、効果的に事業を実施できるような団体
内の体制づくりと、継続して行えるような事業の計画を行っていただきた
い。

3 継続 和徳町大通り町会
イルミネーション＆ねぷたロード整
備事業

弘前市で一番最初の中心市街地であったと言われている和徳町の県道沿いに、子ど
も達が絵を描き、町会の青年部が中心となって製作したねぷた灯篭とイルミネー
ションを昨年度に引き続き設置する。和徳町県道沿いを、町会住民が整備すること
で、町会の活性化と交流による絆の強化を図り、和徳の歴史の一幕を後世に伝えて
いく。

500,000 95.0 － ○ 500,000
消耗品費（灯篭骨組み材料、ねぷた絵材料費、ねぷた灯篭用器具、イルミ
ネーション等）、食糧費（作業時飲み物）、印刷製本費（写真プリント、
コピー）、その他経費（電光作業員賃金、街路灯電気料、手数料）

4 継続
城西学区子ども安全サポート
推進事業本部

城西学区安全で安心な「地域安全
マップ」作製事業

昨年に引き続き、犯罪や事故のない、安全で安心して生活できる地域の環境づくり
を目指し、城西小学校５年生児童と地域住民が一緒になって、「地域安全マップ」
を作成する。地域の危険個所などを調査点検しながら作成した「地域安全マップ」
をもとに、他の学年の児童や保護者の前で発表することで地域の防犯意識の高揚と
改善を図る。

118,000 81.8 － ○ 118,000

講師等謝礼（フィールドワーク講師）、消耗品（インクカートリッジ、写
真用紙、地域安全マップ作成マニュアル、コピー用紙、模造紙、折り紙、
黒鉛筆、赤鉛筆、消しゴム、マジック６色セット、のり、両面テープ、付
箋）、ボランティア保険、使用料（タクシー）、その他経費（デジタルカ
メラ）

5 新規 桜庭町会
桜庭町会内の危険箇所及び道路舗装
整備事業

町会内の法定外道路の路盤及びのり面に損壊している箇所と未舗装の箇所があり、
地域内の高齢者や子どもたちが通る際に危険が伴うため、農閑期を利用して、町会
の住民を中心に道路の損壊部分の補修と未舗装部分の舗装を行う。

255,000 88.2 － ○ 255,000

消耗品費（砕石、生コン、足場単管、自在クランプ等）、食糧費（作業時
飲み物）、燃料費（運搬車・ランマー用ガソリン、ユンボ・ダンプ用軽
油）、印刷製本費（写真プリント、コピー）、傷害保険、使用料（バック
ホー、トラック、軽トラック、ダンプ、ランマー）、その他経費（産廃処
理、バックホー運転手謝礼等）

6 継続 岩木山観光協会 岩木山エコプロジェクト

岩木山は美しい山であるのに、登山客やトレッカーから山中に廃棄物が目立つとい
う話が多く寄せられている。美化活動・エコフォーラムのほか、写真展などの啓発
活動を引き続き実施することにより、市民に対し岩木山を大切にする意識とエコ活
動の浸透を図る。

500,000 92.5 － ○ 500,000
消耗品費（展示用材料）、燃料費（バスガソリン代）、印刷製本費（ポス
ター、チラシ、展示用大型ポスター）、通信運搬費（ごみ運搬車両）、傷
害保険、使用料（参加者移動用バス）、その他経費（ごみ処分委託料）

7 新規 ふくろうの会
ふくろうと共存するりんご生産にお
ける農業の新展開

ふくろうが棲める環境の推進は、りんご園でのネズミ被害の減少と減農薬が可能と
なる。バランスのとれた生態系と調和したリンゴ生産の先見性を広く、農家を含む
弘前市民に認知してもらうため、りんご農家、小学生親子、大学生等広く市民を対
象に、先進地事例（浪岡地域）見学や、巣箱設置場所の調査、巣箱の作成やふくろ
うの生息・生態に関する調査を行う。

500,000 80.0 － ○ 500,000

交通費（先進地見学、巣箱現場確認・巣箱設置・巣箱観察）、消耗品費
（巣箱製作材料、事務消耗品）、通信運搬費（切手）、使用料（倉庫、会
議室）、その他経費（巣箱選定・設置時、調査時のアルバイト）
（審査委員会での主な意見）
・事業を実施する際は、できる限り市内業者を利用してください。

8 新規
相馬地区小・中学校PTA連絡
協議会

ラベンダーロード再生事業

旧相馬村が国の補助事業で整備した遊歩道のラベンダーの花壇が、近年維持管理が
行き届かなくなり、防草マットの破損から雑草が生えてラベンダーの美しさが保て
ない状態となっている。相馬小・中学校の児童や生徒と保護者が一緒になり、荒れ
た花壇を再生し、維持管理をしていくことで、地区内の景観の保全を図る。

164,000 80.9 － ○ 164,000
講師等謝礼（ラベンダー植栽指導者）、消耗品費（防草マット、刈込用ハ
サミ、固形肥料、ごみ袋等）、食糧費（作業時飲み物）、レクリエーショ
ン保険、使用料（運搬車）

9 継続 岳暘ふるさと創生会
２０１４岩木町絆フェスティバル事
業

帰省者を含め、地元住民と子どもたちとの交流の場を創出するため、夏祭りを開催
する。ねぷた運行、仮装盆踊りを通じて近所付き合いを密にしてもらい、地元の伝
統文化に触れてもらうほか、のど自慢大会や地元アーティストによるコンサートの
時間に行うお見合いパーティを通して、地域の活性化を図る。

477,000 74.5 － ○ 477,000
講師等謝礼（司会、盆踊り生演奏者等）、印刷製本費（大型ポスター、チ
ラシ）、通信運搬費（チラシ折り込み料）、保険料、使用料（音響、盆踊
り照明、テント椅子テーブル）、その他経費（駐車場警備員）

10 新規
青森県にプレイセンターを創
る会

エンジョイ・プレイセンター
0歳～小学校入学前の子どもとその親、家族を対象に、子どもの自由な遊びと、そ
れを見守り一緒に学び合う親たちの自主運営、自主保育の活動を開催する。子ども
たちや親たちの交流の場を創ることで、地域の活性化を図る。

54,000 88.8 － ○ 54,000

消耗品費（米粉ねんど、コピー用紙、プリンターインク）、印刷製本費
（チラシ印刷費、版代）、行事保険、使用料（会場、冬期燃料費）、その
他経費（レールセット（おもちゃ））
（審査委員会での主な意見）
・事業を実施する際は、できる限り市内業者を利用してください。

11 新規 向外瀬町会 甦れ、雑種地から交流農園へ

建設業者に賃貸していた町会管理の土地が、業者の経営が頓挫したことにより雑木
が茂り、建材の積み残しが残ったまま放置状態になっている。近年、地域住民の交
流が希薄化していることから、この土地を近隣住民のいこいの場として活用してい
くため、地域住民の手で地域の交流農園として整備する。

500,000 62.9 － ○ 500,000
消耗品費（土のう袋等梱包材、畑地用土）、印刷製本費（コピー等）、保
険料、その他経費（重機、重機オペレーター）

12 新規
ひろさきチェロアンサンブル
同好会

N響メンバーと合同で演奏するチェ
ロアンサンブル

今年度、NHK交響楽団の演奏会が弘前市で行われることと、楽団のチェロセクショ
ンに弘前市出身の方がいることから、プレコンサートとして、弘前市のアマチュア
チェロ奏者とNHK交響楽団のチェロ団員との合同の演奏会を開催する。演奏を聴き
に来た市民が一流の演奏に気軽に触れられる機会と、会場を土手町にすることで中
心市街地に市民が足を運ぶきっかけを創出する。

179,000 74.5 － ○ 179,000
講師等謝礼（演奏会出演料）、消耗品費（コピー用紙、プリンターイン
ク、セロテープなど）、印刷製本費（ポスター、チラシ、プログラム）、
使用料（会場、リハーサル会場、控室）
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13 新規 楽しいね東目屋！実行委員会
東目屋地区活性の為の回覧板
新聞発行事業

東目屋町会連合会有志で組織する実行委員会が、地域の活動や情報・活躍している
人物などにスポットを当てた「いつ・もの・こと東目屋回覧版」を作成し、地区全
世帯に配布する。作成作業には、町会民が気軽に参加できるような公開編集会議を
開催するなど、新聞をきっかけに住民同士が交流できる場を作り、地域の連帯感や
地域活動への参加意識の向上を図る。

500,000 88.2 － ○ 500,000
交通費（会議・編集時　指導員用）、食糧費（指導員用飲み物）、印刷製
本費（新聞、会議資料）、使用料（会議室）、その他経費（原稿印刷デー
タ作成料）

14 新規 住吉町会
住吉針桐を天然記念物に！「住吉ハ
リギリ祭り」

町会のシンボル的な存在として古くから存在し、弘前市の保存樹に指定されている
「針桐の木」への関心を高めるきっかけとして「住吉ハリギリ祭り」を行う。針桐
の前でカラオケ大会を行うほか、針桐の価値を地域住民に知ってもらうための講演
会を行い、地域への愛着を深め、今後の針桐の維持管理へつなげる。

164,000 88.2 － ○ 164,000

消耗品費（コピー用紙、プリンターインク、腕章、看板用角材、ごみ袋、
封筒等）、食糧費（講師用弁当・飲み物）、燃料費（草刈機用ガソリ
ン）、印刷製本費（ポスター、チラシ、ポストカード）、通信運搬費（切
手）、イベント保険、使用料（音響）、その他経費（カラオケ大会賞品、
音響スタッフ）

15 新規 栄町町会 栄町ふれあい夏まつり

町会行事への参加者に偏りが出ており、町会住民間のコミュニケーションが希薄に
なってきているため、コミュニケーションを図る場として夏まつりを開催する。近
年、高齢者の参加が減少してることから高齢者の送迎を行い、幼児から高齢者まで
が楽しくふれあえるような内容に見直し、まつりを通じて住民同士の信頼関係を高
め、防災・福祉等の活動等への意欲を向上させる。

227,000 80.5 － ○ 227,000

講師等謝礼（出演者）、消耗品費（カラーコピー用紙、舞台際柵用垂木・
コンパネ・単管）、食糧費（作業時飲み物）、燃料費（発電機用ガソリ
ン）、傷害保険、使用料（発電機、音響設備、トラック、送迎用車）、そ
の他経費（提灯、道路使用許可印紙、カラオケ大会賞品、看板制作代）

16 新規
高杉地区青少年コミュニティ
会議

高杉地区青少年コミュニティ会議
青少年コミュニティ事業

学校・家庭・地域が一体となり取り組んでいくため、地域の団体の連携を強化し、
高杉地区の小・中学校を中心とした各種事業を開催する。子供達に、体験と交流の
場を提供することにより、仲間との絆づくりや、いじめ・虐待の防止を図る。

313,000 44.6

⑤計画や予算の具体性、事
業の実施手段や体制などの
合理性
⑨事業の内容・規模に合っ
た予算

× ー

（審査委員会での主な意見）
・さまざまな行事を通して各学校の生徒が触れ合うことを通じ、小中学校
の連携を強めていくという目的は理解する。しかし、目的を達成するため
のスケジュールに検討する余地があるため、より精査していただきたい。

17 継続 国吉町会 山岸堰改良事業

町会を流れる山岸堰は、防火用水・融雪用水・農業用水として利用されているが、
春先の融雪時や豪雨時の際に水が溢れたり、決壊の恐れがあるため、U字溝を購入
し、地域住民で改修工事を行う。
（延長７０ｍ）

435,000 94.6 － ○ 435,000

原材料費（Ｕ字溝、モルタル、砂利）、食糧費（作業時飲み物）、燃料費
（軽油、ガソリン）、損害保険、使用料（ユンボ、バックホー、ユニッ
ク、電動ピック、水中ポンプ、ダンプ、発電機、転圧プレート、運搬車、
タイヤショベル、スプレイヤー）

18 新規 石渡町会
石渡町会ふれあいの集いと
自主防災訓練

地域住民の交流による絆づくりと地域の活性化を図るため毎年開催している「ふれ
あいの集いと自主防災訓練」の実施に加え、石渡町会版防災冊子や、あっぷる体操
のチラシを作成し、防災意識や健康づくりの意識向上を図る。

217,000 94.2 － ○ 217,000

消耗品費（コピー用紙、プリンターインク）、燃料費（軽トラック・資材
運搬時用ガソリン）、印刷製本費（防災冊子、あっぷる体操パンフレッ
ト）、得ｗクリエーション保険、使用料（放送機材、ハンドマイク、テン
ト、軽トラック）、その他経費（看板、掲示板ポスター）

19 継続 あんよ・せらぴー共育研究会 ひろさきアフタースクール
「地域の力を取り込んだ放課後つくり」プロジェクト

昨年度の「市民先生養成講座」を踏まえ、その実践編として市内の小学生を対象に
「夢をはぐくむプログラム」を展開する。地域で行われている「文化」を追体験さ
せるプログラムを構成し、安全で安心な放課後を、地域の市民先生と共に作り上げ
ていく。

245,000 87.7 － ○ 245,000
講師等謝礼（各プログラム講師）、交通費（講師用）、消耗品費（英語教
材、粘土、野菜クレヨン、駄菓子用材料費、封筒等）、印刷製本費（チラ
シ）、通信運搬費（切手）、損害保険、使用料（会場）

20 新規 津軽の音実行委員会
伝統文化を身近に
「津軽音広場」

津軽三味線や横笛などの「津軽の音」を次世代に継承していくため、小学校から大
学生までの弘前市在住の人を対象に、様々な講座と成果発表会を開催する。子ども
たちの感性・創造性・自主性を育むためのきっかけ作りと、伝統文化の裾野を広
げ、伝統音楽の普及と意識向上を図る。

500,000 84.6 － ○ 500,000
講師等謝礼（講座講師）、消耗品費（コピー用紙、プリンターインク、封
筒）、印刷製本費（チラシ、ポスター、資料コピー）、通信運搬費（切
手）、使用料（会場）、その他経費（箏糸張替）

21 新規 小沢地区屋台村実行委員会 手造り屋台村

参加者の減少により５０年続いた運動会が昨年で終わることになったことから、地
域住民がそれぞれに手造りの屋台を出展する「手造り屋台村」を開催する。屋台の
ほか、子どもから高齢者まで楽しめるイベントも実施し、地域内の活性化を図ると
ともに、地域住民の親睦を深め住みよい環境をつくる。

153,000 90.9 － ○ 153,000
講師等謝礼（出演者）、消耗品費（角材）、印刷製本費（チラシ、ポス
ター）、イベント保険、使用料（音響設備、トラック）

22 継続
あおもりPECS研究会弘前支
部

ＰＥＣＳロゴステッカーを拡散し
て、ＡＳＤの方の外出を推進するプ
ロジェクト
（略称：ＰＥＣＳロゴステッカー拡
散プロジェクト）

参加協力店を対象に、ＡＳＤの方などに世界的に広く使用されている絵カード（Ｐ
ＥＣＳ）を用いたコミュニケーション方法やＡＳＤについて学ぶワークショップ
と、参加店舗で安心して買い物ができる場を提供し、言葉でのコミュニケーション
に難しさを感じていることが多いＡＳＤ（自閉症スぺクトラム障がい）の方の外出
や買い物などの余暇活動の場を広げ、安心して楽しく外出できるまちづくりの推進
を図る。

382,000 83.2 － ○ 382,000

講師等謝礼（ワークショップ講師、報告会講師）、交通費（講師用）、消
耗品費（ＰＥＣＳコミュニケーションカード、加盟証明書用紙、コピー用
紙、インクカートリッジ）、印刷製本費（ロゴステッカー作成）、傷害保
険、使用料（会場、福祉バス）

23 新規
岩木山トレイルランニング
実行委員会

岩木山トレイルランニング
フェスティバル２０１４
（第一回）

岩木山百沢スキー場を会場に、「岩木山トレイルランニングフェスティバル」を開
催する。初心者から本格的にランニングをしている人まで、様々なニーズに対応し
た大会とすることで、市民の健康増進やスポーツ人口の増加を図ると共に、自然豊
かな岩木山で開催することにより、スポーツツーリズムの推進を図る。

500,000 80.0 － ○ 500,000

講師等謝礼（講習講師）、交通費（講師用）、消耗品費（文房具、プリン
タートナー、ラミネート、安全ピン、ゼッケン、救急用品、のぼり等）、
燃料費（ガソリン等）、印刷製本費（賞状、チラシ、ポスター、パンフ
レット）、通信運搬費（募集チラシ等送料、参加団体決定通知メール
便）、イベント保険、使用料（ウェイト、会議室、放送機材、テント、Ａ
ＥＤ等）、その他経費（ＨＰ作成、ロゴデザイン、看板・案内板制作等）

24 継続 HMD弘前 第１２回ホームムービーの日

過去に撮影された８ミリフィルムや１６ミリフィルムの中には、数十年前のさくら
まつりやカルチュアロードの映像が存在することから、弘前の貴重な映像を、史料
として後世に残していくため、家庭に眠るフィルムを上映する「ホームムービーの
日」等各種イベントを開催する。市民に映像史料の大切さを実感してもらうことに
より、家庭に残るフィルムを残そうとする意識を高める。

438,000 79.2 － ○ 438,000

講師等謝礼（上映会出演者）、交通費（出演者用）、消耗品費（コピー用
紙、スプライシングテープ、８ミリフィルムリーダー、プリンターイン
ク）、印刷製本費（チラシ）、通信運搬費（資料、報告書等送付）、使用
料（イベント出店料、会議室、会場費、演奏機材）、その他経費（アルバ
イト）



市民参加型まちづくり１％システム　（平成26年度2次募集）審査結果

合計得点
（平均）

３点未満の
審査項目

番号
新規
継続

団体名 事業名 事業内容
補助金申請額

（円）

採点結果
（不採択…合計６０点未満、

　または 各審査項目３点未満） 採択
可否

採択金額
（円）

採択項目・委員からの主な意見

25 新規 弘前学生ＢＢＳ会 Nature　今こそ自然に還るとき

市内の小学５・６年生を対象とし、アクアビレッジＡＮＭＯＮで2泊３日のキャン
プを行う。参加した子どもたちに、トレッキングなどで自然の素晴らしさ、川での
救出法や災害時の対処法の体験では自然の厳しさを体感してもらうことで、自然や
命の大切さを再認識し、郷土愛を深めてもらう。

411,000 63.5 － ○ 411,000

講師等謝礼（ガイド料等）、交通費（荷物運搬等用私有車代）、消耗品費
（コピー用紙、炊き出し材料費、創作材料費）、印刷製本費（チラシ、し
おり、会議資料、事例報告）、通信運搬費（切手）、傷害保険、使用料
（コテージ、バス）
（審査委員会での主な意見）
・学生交通費は、審査委員会での意見から、補助対象外としました。

26 継続 津軽笛地域づくり実行委員会
ギネス記録も持つ！！津軽の笛が大
集合！　第2回　津軽笛博覧会

ねぷたや立佞武多、登山囃子などの津軽の笛と普段携わることのできない雅楽で使
用する「竜笛」のワークショップや、津軽の郷土芸能と津軽笛の共演コンサートを
開催する。津軽に伝わる文化を深く掘り下げて学ぶことで、津軽笛を愛好する人物
を育成し、ねぷた等での笛指導者のレベルアップと指導力アップを図り、津軽笛の
奥深さを感じてもらう。

500,000 89.3 － ○ 500,000

講師等謝礼（ワークショップ講師等）、交通費（講師用）、消耗品費（会
議資料用消耗品等）、食糧費（講師弁当・飲み物）、印刷製本費（チラ
シ、ポスター、パンフレット）、イベント保険、使用料（ワークショップ
会場）、その他経費（ＰＡ・照明、ホームページ製作等）

採択：
24事業

不採択：
2事業

採点方法　　

・採点は審査項目１０項目について３段階評価とし、１人１００点満点（１０項目×１０点）により評価を行う。

・採点の結果、出席委員の平均点が６０点未満の場合または各審査項目ごとに算出した平均点が３点未満となる項目が

　ある場合は、補助金を交付できないものと判定する。

合計  2６事業（新規１６事業　継続１０事業） 8,542,000

必要性

費用の妥当性

8,028,000

審　査　項　目

公益性
①   事業の効果が特定の者に限定されない

②　ひろく不特定かつ多数のための利益増進のものとなっている

⑨　事業の内容・規模に合った予算になっている

⑩　市民の貴重な税金を使うことによる効果が認められる

③　地域社会における課題を的確にとらえている

④　市民ニーズに対応する解決策として有効なものとなっている

実現性
⑤　計画や予算が具体的で、事業の実施手段や体制などが合理的である

⑥　提案されている事業が実現可能なものとなっている

将来性
⑦　事業効果が一過性ではなく、継続性が期待できる

⑧　将来的に広く波及効果が期待できる


